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はじめに
この共同研究は､2008-2009年度にわたり､文学部プロジェクト研究の一環として行な
われたものである｡従来は研究終了時に論文集のような形で成果報告を出すことになって
いたが､今回より方針の変更があり､報告書は簡略なものにとどめ､数年後に他の共同研
究の成果ともあわせ､図書としての刊行を期すこととなった｡したがって､本報告書では､
5名の参加者の研究成果につき､ごく簡単な報告をもって責めをふさぐこととしたい｡
まず本プロジェク トの概略について､必要に応じ当初の申請書から引用しつつ述べてお
く｡
1 目的と意義
明治以来の欧米文化圏との接触と交流を抜きにして､わが国の文化も思想も語ることは
できないであろう｡学術上の用語､概念から方法論に至るまで､かつてはその多くが欧米
からの翻訳と借用であったし､思想や文学のおびただしい翻訳作品から学ぶことなしには､
わが国の近代化自体が異なる様相を見せていたであろう｡一方､近年は､日本から海外-
向けての発信も活発化し､欧米においても日本の文学 ･思想関係の著作のみならず､サブ
カルチャー方面の翻訳 ･紹介まで盛んになっている｡本研究は､こうした多彩な交流の姿
を､テクストの翻訳にとどまらず､文化事象全般の ｢翻訳｣をも視野に入れつつ､東西間
における異文化の導入 ･受容 ･変容にかかわる諸問題を､哲学 ･思想 ･歴史 ･文学等､幅
広い分野の教員の参加のもとに､検討することをめざすものである｡
2 出発時点での準備状況
本プロジェクトの参加者は､これまで､独仏の文化的交流と相克に関する研究 (山口､
2007年)､仏露の食文化交流に関する研究(吉田､2006年)､ロシアとヨーロッパの政治文
化の交流に関する研究 (同､2007年)､近代日本文学における西洋思想の受容に関する研究
(西山､2007年)､フロベール国際シンポジウムでの発表と交流 (木之下､2006年､フラ
ンス)､パスカル全集 (白水社版)邦訳作業-の参加 (永瀬)､などを通して､文化とテク
ストの交流と翻訳の諸問題につき､個々に考察を続けてきた｡本プロジェクトは､それら
の個別成果を集約 ･総合する形で共同研究に生かすものである｡
3 期待される成果
東西の多彩な交流が生み出す効果 (受容､相互活性化など)と問題点 (誤解､衝突など)
の多角的な検討を通し､実りある異文化交流の姿を明らかにする｡また､その成果を踏ま
え､文学部の他のプロジェクトとも連携しつつ､欧米の研究者との学術交流の促進を図る｡
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4 プロジェク ト研究の参加者
本研究の参加者 5名の所属と専門は次のとおりである｡
西山康一 言語文化学専修コース准教授､近代日本文学
吉田 浩 歴史学専修コース准教授､近代ロシア史
山口信夫 哲学 ･芸術学専修コース教授､近代フランス哲学
木之下忠敬 言語文化学専修コース教授､近代フランス文学
永瀬春男 言語文化学専修コース教授､近代フランス文学 ･思想 (代表)
5 研究発表会の記録
最後に2年間の研究発表会の記録を掲げておく｡
第 1回 :2009年4月15日 (水)
◎山口信夫 ｢エラスムスにおける文化の翻訳 :言語の問題を通して｣
◎吉田浩 ｢ロシアにおけるフランス文化の受容/日本におけるロシア文化の受容｣
◎西山康一 ｢芥川龍之介の 『支那瀞記』について｣
◎木之下忠敬 ｢YvesBomefbyと俳句及び俳句の仏訳について｣
◎永瀬春男 ｢明治期フランス小説翻訳の諸問題-モーパッサン ｢首飾 り｣の人称と話法｣
第2回 :2010年2月24日 (水)
◎山口信夫 ｢エラスムスとパリ｣
第3回 :2010年3月18日 (木)
◎西山康一 ｢『小説神髄』に見る東西文化交流- 小説概念の (翻訳)現場で起こったこと｣
◎木之下忠敬 ｢フランス語作文における学生の俳句理解と表現｣
◎永瀬春男 ｢明治期フランス小説翻訳の諸問題-モーパッサンの短篇と話法(2)｣
◎吉田浩 ｢ロシア ･ソ連における食文化の継受｣
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